
　この概況は、平成２7年の本市消防現勢および消防業務統計を

収録し、今後の消防行政の参考とするとともに、広く本市の消防

行政をご理解いただくことを目的として編さんいたしましたので

ご高覧いただければ幸いです。

平成２８年　１２月

茨木市消防本部

消防長　　泉　頼明

　■市の花「バラ」           ■市の木「カシ」
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　　　　わたくしたちはわたくしたちはわたくしたちはわたくしたちは　　　　茨木市民茨木市民茨木市民茨木市民ですですですです

　　　　わたくしたちのわたくしたちのわたくしたちのわたくしたちの　　　　茨木市茨木市茨木市茨木市はははは

　　　　　　　　　　　　京阪神京阪神京阪神京阪神をををを結結結結ぶぶぶぶ要路要路要路要路にあってにあってにあってにあって

　　　　　　　　　　　　めぐまれためぐまれためぐまれためぐまれた自然自然自然自然とゆたかなとゆたかなとゆたかなとゆたかな歴史歴史歴史歴史をうけつぎをうけつぎをうけつぎをうけつぎ

　　　　　　　　　　　　発展発展発展発展しつづけているしつづけているしつづけているしつづけている希望希望希望希望のまちですのまちですのまちですのまちです

　　　　わたくしたちはわたくしたちはわたくしたちはわたくしたちは

　　　　　　　　　　　　このまちのこのまちのこのまちのこのまちの市民市民市民市民であることにであることにであることにであることに誇誇誇誇りとりとりとりと責任責任責任責任をもちをもちをもちをもち

　　　　　　　　　　　　みんなのしあわせをねがってみんなのしあわせをねがってみんなのしあわせをねがってみんなのしあわせをねがって平成平成平成平成２８２８２８２８年年年年　　　　１２１２１２１２月月月月

　　　　　　　　　　　　よりよりよりより住住住住みよいみよいみよいみよい郷土郷土郷土郷土をつくるためにをつくるためにをつくるためにをつくるために

　　　　このこのこのこの憲章憲章憲章憲章をさだめますをさだめますをさだめますをさだめます

　　　　わたくしたちわたくしたちわたくしたちわたくしたち　　　　茨木市民茨木市民茨木市民茨木市民はははは

　　　　　　　　１１１１．．．．心心心心をあわせてをあわせてをあわせてをあわせて　　　　あすのあすのあすのあすの力力力力をそだてましょうをそだてましょうをそだてましょうをそだてましょう

　　　　　　　　１１１１．．．．仕事仕事仕事仕事にはげんでにはげんでにはげんでにはげんで　　　　明明明明るいるいるいるい家庭家庭家庭家庭をきずきましょうをきずきましょうをきずきましょうをきずきましょう

　　　　　　　　１１１１．．．．環境環境環境環境をととのえてをととのえてをととのえてをととのえて　　　　美美美美しいまちをつくりましょうしいまちをつくりましょうしいまちをつくりましょうしいまちをつくりましょう

　　　　　　　　１１１１．．．．きまりをまもってきまりをまもってきまりをまもってきまりをまもって　　　　良良良良いいいい風習風習風習風習をひろめましょうをひろめましょうをひろめましょうをひろめましょう

　　　　　　　　１１１１．．．．教養教養教養教養をふかめてをふかめてをふかめてをふかめて　　　　みんなのみんなのみんなのみんなの文化文化文化文化をたかめましょうをたかめましょうをたかめましょうをたかめましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和昭和昭和昭和４１４１４１４１年(1966年)年(1966年)年(1966年)年(1966年)１１１１１１１１月月月月３３３３日制定日制定日制定日制定
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※この概況において、※この概況において、※この概況において、※この概況において、

　平成2７年中とあるのは「平成2７年1月1日から平成2７年12月3１　平成2７年中とあるのは「平成2７年1月1日から平成2７年12月3１　平成2７年中とあるのは「平成2７年1月1日から平成2７年12月3１　平成2７年中とあるのは「平成2７年1月1日から平成2７年12月3１
日」、平成2７年度とあるのは「平成2７年4月1日から平成2８年3月31日」、平成2７年度とあるのは「平成2７年4月1日から平成2８年3月31日」、平成2７年度とあるのは「平成2７年4月1日から平成2８年3月31日」、平成2７年度とあるのは「平成2７年4月1日から平成2８年3月31
日」を示す統計である。日」を示す統計である。日」を示す統計である。日」を示す統計である。
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　本市は、大阪府の北部、淀川の北にあり、丹波高原の一部をなす老の坂山地

の麓に、南北１７.０５km 東西１０.０７km 面積７６.４９k㎡で、南北に長く

東西に短い地形をなし、市域の北半分は山地部、南半分は平地部に分かれ、こ

の平地部に商工業・住居が集中しています。

　また、北は京都府亀岡市に、東は高槻市に、南は摂津市に、西は吹田市・箕

面市・豊能郡豊能町に接しています。

平成２８年　１２月

地　　　勢
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名　　　称 所　　在　　地 電　　話 敷地面積㎡ 延床面積㎡ 構造／階数  建築年

消防本部消防本部消防本部消防本部（（（（署署署署））））   東中条町２番13号  622-6955 1,840.53 2,513.02 RC造／４F 昭和48年

水尾分署水尾分署水尾分署水尾分署   水尾三丁目18番15号  638-1119 1,000.00 569.03 RC造／２F 平成３年

下井分署下井分署下井分署下井分署   下井町２番３号  641-4141 1,193.04 702.88 RC造／２F 平成元年

下穂積分署下穂積分署下穂積分署下穂積分署 　下穂積一丁目７番10号  625-1402 1,126.97 670.23 RC造／２F 平成10年

西河原分署西河原分署西河原分署西河原分署   城の前町１番10号  627-0841 1,199.64 904.64 RC造／２F 平成24年

北辰分署北辰分署北辰分署北辰分署   大字泉原38番地の８  649-3222 872.17 390.32 RC造／２F 昭和50年

白川分署白川分署白川分署白川分署   白川二丁目11番１号  635-5810 501.48 469.56 RC造／２F 昭和57年

山手台分署山手台分署山手台分署山手台分署   山手台二丁目２番23号  649-0143 2,062.48 503.84 RC造／２F 昭和60年

庁   舎   の   概   要

消　防　本　部　（署）　・　分　署　の　配　置
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水尾分署

消防本部（署）

下穂積分署

西河原分署 ＪＲ東海道線

阪急京都線

中央環状線
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